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消防防災ヘリコプターの救助活動に係る要救助者の 

安全確保に関する緊急点検について 

 

 平成２５年１２月１日、静岡県内で、消防防災ヘリコプターによる山岳救助活動

中に要救助者が落下する事故が発生しました。事故原因については、現在関係機関

において調査中です。（別添 1） 

 また、平成２５年９月１６日、奈良県内で、消防防災ヘリコプターによる救助活

動中に要救助者が負傷する事故が発生し、奈良県において、１１月２９日に、原因

究明と再発防止策を内容とする事故報告書が公表されました。（別添２） 

 救助活動中に、要救助者に負傷等をさせることはあってはならないことであり、

貴職におかれましては、消防防災ヘリコプターの救助活動中における要救助者の安

全確保について徹底されますとともに、各消防防災航空隊において定めている活動

マニュアル等のうち要救助者の安全確保に係る部分について、緊急に点検を行い、

適切に対応を行うよう御願いします。 

 なお、本通知は、消防組織法（昭和２２年法律第２２６号）第３７条の規定に基

づく助言として発出するものであることを申し添えます。 

 

 
連絡先：広域応援室航空係 山尾，小泉，岩田，原  

【TEL】 03-5253-7527 

【FAX】 03-5253-7537 

【Ｅ-mail】 h.hara@soumu.go.jp 



    報  道  資  料    静 岡 市 
 

（平成２５年１２月 ２日） 

◆ 件  名 富士山滑落者救助に係る市消防航空隊の活動について 

◆ 日  時 平成２５年１２月 １日（日）１５時２２分  

◆ 場  所 富士山 御殿場口登山道 ９合目付近 

◆ 救助概要 

 富士山 御殿場口登山道付近で発生した、４名の山岳救助事案に静

岡市消防ヘリが出動し、要救助者１名を救出中、要救助者から吊上

げ用具が外れたため、高度を下げ地上に降ろそうとしたところ、地

上高約３メートルの位置から、落下したもの。 

再度、隊員が要救助者を吊上げ用具にて救出しようとしたが、気

流や足場の状況が安定せず、隊員の体力の消耗も激しかったため、

これ以上の救助活動は困難と判断し、救助を断念した。 

◆ 経緯と 

対応状況 

 

１５時２２分 

 

１５時２９分 

１５時４５分 

１６時０５分 

１６時１０分頃 

 

 

１６時１２分頃 

１６時１４分 

１６時１９分 

１６時２０分 

 

１６時３５分 

１７時３０分頃 

 

２日 早朝 

 10 時 15 分 

 出動指令。 

（操縦士 1 名、活動指揮兼オペレーター1 名、救助隊員 1 名） 

 静岡ヘリポート離陸。 

 現場到着。 

 救助開始。 

 要救助者吊上げ開始。 

 吊上げ用具が外れたため、一旦地上に降ろそうと高度を下

げ始める。 

 地上高約３メートルの位置から要救助者落下。 

 再度 救助開始。 

 救助断念。 

 県警ヘリに救助出来なかった旨を航空無線にて伝え、救助

を依頼したが、残りの燃料の関係で困難との回答。 

 現場離脱。 

帰隊後、県警航空隊に要救助者の GPS の位置情報を伝え

る。 

  県警により救助再開。 

 県警ヘリにより救出完了。心肺停止状態。足柄 SA 搬送。 

◆ 原  因 調査中 

 

別添１－１ 



別添１－２



九九合合目目萬萬年年雪雪山山荘荘  

九九合合五五勺勺胸胸突突山山荘荘  

山山荘荘山山荘荘

最最終終的的にに要要救救助助者者ののいいるる位位置置。。  

NN3355..2211’’2211..00  

EE113388..4433’’4422..55  （（標標高高約約 33448833mm））  

富富士士宮宮口口登登山山道道のの一一本本西西側側のの尾尾根根にに要要救救助助者者  

最最初初にに要要救救助助者者ががいいたた位位置置。。  

NN3355..2211’’2222..11  

EE113388..4444’’0066..55  （（標標高高約約 33446699mm））  

富富士士宮宮口口登登山山道道  

別添１－３



救助隊員 救助用ホイストワイヤー ＯＰ ヘリ入口

要救助者

スキッド

外れた吊上げ用具（デラックスサーバイバースリング）

救助ＯＰが要救助者の襟をつかんでいる。
救助隊員が両脇を抱えている。

【吊上げ用具が外れ、隊員が要救助者を保持した状況】

別添１－４
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奈良県防災航空隊 救助活動中の事故報告 

１．発生年月日 平成２５年９月１６日（月）１３時４５分頃 

２．発生場所 奈良県五條市西吉野町西野 地内 

３．出動隊員 操縦士  ２名（機長、副機長） 

整備士  １名（整備長） 

副隊長

隊 員

隊 員

隊 員

1 名 （補助）

   　  １名  （オペレーター）
1名 （救助隊員１）

　　1名   （救助隊員２）

４．災害概況 平成２５年９月１６日１０時３０分頃、西吉野町西野で台風１８号の

（出動理由）  影響により２名が孤立していると、管轄である五條市消防本部から要請 

があり本隊天候回復を待ち１３時０９分出動する。 

５．活動内容 現場付近上空到着後、要救助者自宅にて手を振っている要救助者を

発見。救助隊員１（以下「Ｒ１」という。）を要救助者自宅北側５０
ｍ地点に投入。要救助者を観察後、Ｒ１投入地点に救助隊員２（以下
「Ｒ２」という。）をエバックハーネス（以下「ＥＶ」という。）携
行投入。 
要救助者であるＡ氏をＥＶ収容、Ｒ２介添えのもとピックアップ（以

下「ＰＵ」という。）、Ｒ２巻き上げ指示後地面から離れる時にＡ氏がカ

ラビナに指を挟み負傷したため巻き下げ地面に接地させる。再設定後同

方法にてＰＵ。 

続いて要救助者のＢ氏をデラックスサバイバー（以下「ＤＸＳＶ」と

いう。）に収容、Ｒ１介添えのもとＰＵし、救急引き継ぎのため一の木

場外離着陸場にて五條市消防本部救急隊に引き継ぎ、本隊の活動は終了。 

別添２－１
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６．時系列 奈良県ヘリポート離陸    １３時０９分 

現場上空到着 １３時２３分 

Ｒ１降下 １３時３３分 

Ｒ２降下 １３時３８分 

Ａ氏・Ｒ２ＰＵ  １３時４８分 

Ｂ氏・Ｒ１ＰＵ １３時５４分 

現場上空離脱 １３時５７分 

一の木場外離着陸場着陸   １４時０２分 

一の木場外離着陸場離陸 １４時１１分 

奈良県ヘリポート着陸 １４時２８分 

７．事故の概要   航空隊員が要救助者をホイストにて吊り上げ救出を行うため、現場に

ホイスト降下し、要救助者とともにホイストにて吊り揚がる際に要救助

者の左手人差し指がカラビナに入った状態で吊り揚がり、同指の爪と肉

が剥がれた。（骨が残っている。） 

詳細は、別紙―１：事故に伴うＲ２の活動内容 

８．事故原因の究明について 

（１）救助の必要性について 

現場は、（写真 No.1）のとおり東側に標高７７１ｍ、西側に標高６８８ｍの間にある

谷間の標高６１３ｍに位置し、（写真 No.2）のとおり要救助者宅から一般道へ出る道及

び一般道に土砂崩れがあり、自力避難不可能な状態であることが確認できる。 

また、前夜から要救助者宅には土砂が入り込み、屋内で過ごすことが不可能なため自

宅前にて自家用車内に避難しており（要救助者より聴取）疲労度が増している状態に付

け加えて、Ａ氏にあっては、既往症で高血圧症及び四肢に障害があることから、この日

も自家用車での避難は困難であるため、要請元である五條市消防本部の情報どおりＡ氏

の救助と付き添い看護のＢ氏の２名の救助が必要と判断する。 

（２）Ｒ１．Ｒ２降下地点の選定について 

要救助者宅北側５０ｍを降下地点（写真 No.3 参照）と選定［選定者 オペレーター

（以下「ＯＰ」という。）］、理由として要救助者宅及びその家屋の北側に小屋があ

り、直近へ降下することによる家屋及び小屋へのダウンウオッシュ（下向きの空気の

流れ）の影響を考え高度を１５０ft（約５０ｍ）の高高度から要救助者宅北側５０ｍ地

点を降下位置に選定したことは、適切であると判断する。 
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（３）要救助者のＰＵポイントの選定について 

Ｒ１．Ｒ２降下地点と同ポイント（写真 No.6）をＰＵポイントと選定（選定者 Ｒ

１）、理由としてＲ１並びにＲ２を安全且つ周囲に影響なく降下できたこと及び要救助

者を移動可能な距離であることを考慮すると選定位置は、妥当であると判断できる。 

（４）資器材の選定及びＰＵ順位の決定について 

一人目の要救助者をＡ氏としＥＶを装着、二人目の要救助者をＢ氏としＤＸＳＶを装

着と決定（決定者 Ｒ１）、理由として、Ａ氏は８１歳と高齢であり且つ、四肢に障害

がありさらに昨夜からの疲労度がある、Ｂ氏は５１歳で多少の疲労感はあるものの既往

症は無く健常者に近い状態であることを考慮すると、使用資器材の選定及びＰＵ順位の

決定は妥当であると判断する。 

（５）ＰＵ前の要救助者の体勢について 

Ａ氏をＰＵポイントにおいて立たせた状態でＥＶを装着（写真 No.6）し、その状態

でＰＵ要領の説明（説明者 Ｒ２）を聞いている（写真 No.7）。 

また、消防防災ヘリコプター（以下「ヘリ」という。）がＰＵポイントへの進入前は

Ｒ２に確保され立位の状態で待機している（写真 No.8）。 

このことから、Ａ氏の身体的事情を考察すると、ＰＵポイントへ進入前の体勢は、好

ましく無いと考えられる。 

（６）選定した救助資器材について 

ＥＶについては、胸ベルト左右と股ベルトの先にあるＤ環を合わせた所にカラビナを

掛け、隊員のカラビナを掛けると、ＥＶの持ち手を持っているＡ氏の手がカラビナに届

く位置関係（写真 No.24,25）にあることが確認できる。 

また、ＰＵ時ＥＶのカラビナにテンションを掛けると隊員のカラビナとＥＶのカラビ

ナの下部に空間がある（写真 No.25）、さらに要救助者が吊り上がるのに続いて隊員の

カラビナが下がっていき（写真 No.26）、要救助者が地面から離れ、隊員にテンション

が掛かるとカラビナはＥＶのカラビナの下部まで移動している（写真 No.27）。 

このことから、カラビナと持ち手の位置関係及び一連のＰＵ中の流れの中でＡ氏の指

が挟まれているのを確認（写真 No.10～12）できることから、危険要素があると判断す

る。 

（７）ＰＵ時の安全管理について 

要救助者に装着したＥＶのカラビナとＲ２のカラビナが繋がれた状態（写真 No.23）

のところにヘリから降りてきたフックをＥＶのカラビナに掛けた後、安全点検を実施し

た。 

しかし、ＰＵ直前のＡ氏にテンションが掛かる瞬間、Ａ氏の指がカラビナへ移動して
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いる（写真 No.9）のをＲ１、Ｒ２双方が気づいていないこと。 

また、上空からＰＵのためのホイスト操作をするＯＰと補助もＡ氏が立位であること

に気づいていないことは安全管理の徹底が充分でなかったと判断する。 

なお、事故発生後約１ｍＰＵした段階でＲ１、Ｒ２共に気づき、一旦Ａ氏を接地した

のちＡ氏の観察、再設定後同方法にてＰＵしたことについては、適切な対応であったと

考えられる。 

（８）防災航空隊員の習熟度について 

奈良県防災航空隊隊員教育・養成プログラム（標準）に基づき全隊員が奈良県防災航

空隊現員の必要な養成訓練を受けており、基本動作及び手技的に習熟していると考えら

れる。 

また、緊急事案にもＲ１隊員にあっては７５件、ＯＰ隊員は７１件、副隊長は８
件、Ｒ２隊員は１５件の出動経験がある。

（９）結 論 

（１）から（８）まで検討した結果、（１）～（４）、（８）については、特に問題無

く妥当な判断であったと考えられる。 

一方、（５）については、Ａ氏をＰＵまで立位の状態をとらせたことに続いて、（６）

でカラビナと持ち手の位置関係及び一連のＰＵ中の流れの中でＡ氏の指が挟まれてい

ること。 

また、（７）でＰＵ直前にＡ氏の指がカラビナに移動しているのを、Ｒ１、Ｒ２双方

が気づいていない。 

以上のことから、濡れた地面に座らせたく無いというＡ氏を思う気持ちから、立位の

ままＰＵするため、ＥＶのカラビナにフックを掛けＡ氏にテンションを掛けたところ、

バランスを保てないためにＡ氏は無意識のうちにＥＶのカラビナを持ちにいったもの

と推測される、その後Ａ氏が地面から離れるに伴いＲ２のカラビナがＥＶのカラビナの

下部へ移動する際にＡ氏の指が挟まれたことにより負傷したものである。 

よって、①～③を本件事案の事故原因と考える。 

① ＰＵまでの体勢が立位であったこと。

② ＥＶのカラビナと持ち手の位置関係が近いこと。

③ 隊員の安全管理の徹底が充分でなかった。
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９．再発防止策について 

（１）ＰＵまでの体勢が立位であったことに対する再発防止策について。 

ＰＵまでの基本の体勢は、座位で実施することを原則とする。 

ただし、緊急現場においては平地での座位と同じ体勢をとることが不可能な場合が想

定される、この場合にあっては立位の状態のように足の裏の２点が地面に接地した状態

に付け加えて、臀部又は背部等の３点以上の部分を地面に接地することで要救助者の安

定を確保するものとする。 

（２）ＥＶのカラビナと持ち手の位置関係が近いことに対しての再発防止策について。 

従来の要救助者のＥＶに使用のカラビナを再発防止策に関する写真集の写真 No.1 の

スリングカラビナに変更し検証を実施すると、写真 No.2 の手法に対し写真 No.3 のス

リングカラビナと持ち手の位置関係にカラビナの位置は変わらないものの救助隊員の

カラビナがＥＶに掛からず、写真 No.4 の位置関係に変更なることで、写真 No.5 のと

おり要救助者の手（指）がスリングカラビナの下部カラビナに掛かったとしても救助隊

員のカラビナが無いため危険箇所を排除できている。 

また、写真 No.6 のとおりＰＵ時にあってもＥＶのカラビナ部分に危険箇所は存在し

ていない。 

以上のことから、ＥＶに使用のカラビナを写真 No.1 のスリングカラビナに変更する

ものとする。 

（３）隊員の安全管理の徹底が充分でなかったことに対しての再発防止策について。 

航空隊活動要領のＥＶハーネス救出要領の改正により航空隊員の留意事項に安全管

理の項目を追加し、それに基づき訓練をより強化することで、安全管理の徹底を図るも

のとする。 
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別紙―１ 

（事故に伴うＲ２の活動内容） 

現場上空到着後、ＯＰが機外拡声器にて自宅前で手を振る要救助者を発見、自宅から北側

５０ｍにＲ１がＤＸＳＶ携行し投入、その後、Ｒ１の判断でＥＶ及びＤＸＳＶにてＰＵと決

定し、Ｒ２をＥＶ携行にてＲ１降下位置へ投入、Ｒ２接地後、Ｒ２が自宅にいるＲ１及び要

救助者２名と接触し、Ｒ１の指示により、要救助者２名をＰＵポイント（ＰＵポイントにあ

っては、Ｒ１・Ｒ２降下地点）まで移動させる。 

Ｂ氏にＰＵポイントより南側５m地点でＤＸＳＶを装着させ、その場で待機させる。 

引き続き、Ａ氏をＰＵ ポイントで EVを装着させ、EVの持ち手を握るように説明する。 

その後、Ａ氏にしゃがむ姿勢で待機してもらうも前かがみの状態で、ＰＵするには、非常

に危険な姿勢（ＰＵ時ワイヤーがＡ氏に触れる状態）であった為、再度体勢を整え、中腰の

状態でいるよう指示し、Ｒ２のＤ環にカラビナをかけ、続いてそのカラビナを EVのカラビ

ナにかけ待機していると、Ａ氏が持ち手とカラビナを同時に手で持ったため、「絶対にこの

鉄部分を持たないでください、危ないですので。」と説明。Ａ氏から「うん」と返事をもら

うとともに、ＥＶの持ち手のみを持つのを確認、その後ヘリが進入しフックダウンでフック

をＲ１から受け取り、フックをカラビナにかけ、ＰU準備する。 

Ｒ２が介添えでＰU開始、地面から離れた時点でＡ氏から「痛い」と声が聞こえ、すぐに

ダウン指示し接地、一旦フックカットし状況確認したところ、Ｒ２のカラビナと EVのカラ

ビナの間に、Ａ氏の左手示指第１関節が挟まれていた。 

再度フックダウンし、フックにカラビナをかけ、Ｒ２が介添えでＰＵし機内収容する。 

その後、一の木場外離着陸場にて五條市消防本部救急隊に引き継いだもの。 
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事故当時及び事故検証時の写真集 

撮影日時   平成２５年９月１６日（救助活動時の写真） 

平成２５年９月２７日（事故検証時の写真） 

撮影場所   No. 1～No.22  事故災害現場 

No.23～No.27 千股場外離着陸場 

写真№１ 

災害現場 

※Googleマップ引用 

事故発生場所 

別添２－２
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写真№２ 

 

 現場上空からみると要救助者宅から一般道へ出る道及び一般道に土砂崩れがあり、 

写真№３ 

 

 Ｒ１．２降下地点へ進入。 

自力避難不可能な状態である。 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

土砂崩れ箇所 

要救助者宅 

要救助者宅 

Ｒ１．２降下地点 
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写真№４ 

 

 Ｒ１接地後、要救助者と接触。 

写真№５ 

 

 Ｒ２要救助者に接触。 

  

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 
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写真№６ 

 

 Ｒ１．Ｒ２と要救助者２名 ピックアップポイントへ移動し、一人目の要救助者 

写真№７ 

 

 一人目の要救助者（Ａ氏）にピックアップ要領を説明しているところ。 

（Ａ氏）にエバックハーネスを装着。 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

 Ａ氏の手は、エバックハーネスの持ち手を持っている。 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 
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写真№８ 

 

 ヘリ進入前。 

写真№９ 

 

 ピックアップ直前、要救助者にテンションが掛かる瞬間、Ａ氏の指がカラビナ 

 Ａ氏を立たせ、前かがみの状態で待機しているところ。 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

へ移動している。 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

要救助者の指がカラビナへ 
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写真№１０ 

 

Ａ氏が地切りし、Ｒ２にテンションがかかった状態。 

写真№１１ 

 

Ａ氏の指がエバックハーネスのカラビナとＲ２のカラビナに挟まれた状態。 

 Ａ氏の指がエバックハーネスのカラビナとＲ２のカラビナに挟まれた状態。 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

指がカラビナに挟まった状態 
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写真№１２ 

 

Ａ氏の指がエバックハーネスのカラビナとＲ２のカラビナに挟まれた状態。 

写真№１３ 

 

 一旦ピックアップを中断し、Ａ氏を接地した。  

 

※Ｒ２ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

 左示指に負傷を見分する。 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

指がカラビナに挟まった状態。 

負傷箇所 
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写真№１４ 

 

再度一人目のＡ氏をピックアップ。 

写真№１５ 

 

一人目のＡ氏を機内収容したところ。 

左示指に負傷を見分する。 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

 

※Ｒ２ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

負傷箇所 
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写真№１６ 

 

 二人目の要救助者（Ｂ氏）をピックアップポイント（Ａ氏と同ポイント）へ移 

写真№１７ 

 

 Ｂ氏をＲ１介添えのもとピックアップするところ。 

動。 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 

 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 
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写真№１８ 

 

 Ｂ氏を機内収容。 

写真№１９ 

 

 一の木場外離着陸場へランディング。 

 

※Ｒ１ ＣＯＮＴＯＵＲカメラにより撮影。 
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写真№２０ 

 

 Ｂ氏を補助介添えのもと徒歩にて地上隊へ引き継ぎ。 

写真№２１ 

 

 Ａ氏をＲ１と地上隊の二人で両脇から抱え込んで、徒手搬送にて地上 

 

 

隊へ引き継ぎ。 
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写真№２２ 

 

 一旦、地上隊の指令車にて要救助者２名を保護した後、２名とも救急隊へ引き継ぎ。 

写真№２３ 

 

要救助者が立った状態でエバックハーネスのカラビナとＲ２のカラビナと繋いだ 

 

  No.23～No.27 千股場外離着陸場での撮影。 

ところ。 

※実機での検証時に撮影。 
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写真№２４ 

 

要救助者のカラビナとＲ２のカラビナの位置関係を見分する。 

写真№２５ 

 

エバックハーネスのカラビナにフックを掛け、要救助者にテンションを掛けたと 

 

※実機での検証時に撮影。 

ころを見分するとＲ２のカラビナとエバックハーネスのカラビナの下部に空間があ 

る。    ※実機での検証時に撮影。 
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写真№２６ 

 

要救助者が吊り上がるのに続いて、Ｒ２のカラビナが下がっていくのを見分する。 

写真№２７ 

 
 要救助者が地切りし、Ｒ２にテンションが掛かるとカラビナは下へ移動しているの 

 

※実機での検証時に撮影。 

を見分する。 

※実機での検証時に撮影。 
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再発防止策に関する写真集 

撮影日時   平成２５年９月３０日 （事故検証時の写真） 

平成２５年１１月１１日（事故検証時の写真） 

撮影場所   No. 1・No.4・No.5  格納庫 

No.2・No.3・No.6 千股場外離着陸場 

写真№１ 

新規でＥＶに使用のスリングカラビナ 

別添２－３
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写真№２ 

事故当時に使用した手法 

写真№３ 

ＥＶカラビナをスリングカラビナに変更し救助隊員のスリングカラビナをフック 

救助隊員のハーネス胸部のカラビナと要救助者のＥＶのカラビナを掛け合わせた 

ものをＥＶのカラビナをフックに掛けたもの。 

に掛けたところ。 

※ ＥＶのスリングカラビナは試作品。 
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写真№４ 

新規のＥＶスリングカラビナと持ち手の位置関係 

写真№５ 

新規のＥＶスリングカラビナと持ち手の位置関係 

要救助者の手がＥＶのカラビナに届く位置関係にあるが、救助隊員のカラビナが 

合わさっていないため、危険箇所を排除できている。 
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写真№６ 

新規のＥＶスリングカラビナを使用してのＰＵ。 

写真№７ 



ＥＶハーネス救出要領（Ｒ２名） Ｈ２５年改正 

機 長 Ｏ Ｐ 
Ｒ１ Ｒ２ 機内補助者 

ボイス 活動要領（注意事項） 手信号【合図】 ボイス・指示内容 

ヘリの誘導及び地上への降下（ホイスト降下）については、別紙要領に準じ、実施。 

ヘリ、ポイント進入→ 機体誘導→ 降下準備→ Ｒ降下地上進入→  現場離脱or上空待機or後方待機 

上 空 待 機 救 出 準 備 
「了解、ホイス
ト 電源ＯＮ」 

後方待機の場合機首右
側約二時方向にＲの地
上作業が確認できるよ
う待機する。 

コパイ機長は左側の安
全監視 

「ホイスト電源ＯＮ」「ランプ
点灯確認」「250/600 確認」 

下記に明記 

機体左側の安全管理。 

機内収容に備え自己確保
カラビナ等を整理する。 

※状況の変化や作業状態等を逐次ボイスし、ＯＰと機長の意志疎通を十 
分にはかる。 

Ｒ  地  上  作  業  要  領 

地上到着後、携行しているＥＶハーネスをＲ１・２協力して要救助者に縛着、ＰＵ時の注意喚起をした後、自己スリングのカラビナとＥＶスリングのカラビナを
合わせて作業完了、その後要救助者保護に努め、要救助者を座らせる等の安定した状態にし、ヘリに対し進入の合図を送り、引き続きホイスト降下の合図を送る。 

救  出  作  業  開  始 

「進入了解」 

「了解」 

「高度○○ｍ」 

「進入合図あり、ヘリ進入願い
ます」目標にヘリを誘導と同時
にホイストを除々に救出ポイ
ントへ降下させる。 
「ホイストフック降下」 
「目標まで10ｍ・・３・２・１・
ストップ・・ＯＯｍ右（左・前・
後）、高度確認」 

ヘリに進入合図
を送り、ホイスト
フック降下の合
図を送る。 

要救助者の保護に努
める。 
要救助者の状態を注
視する。 

機体右側へ移動し、ＯＰ 
の介添えをする。 

・ダウンウォッシュに注意。 
・常にヘリを注視。 
・フックを注視し接地を待つ。 

別添２－４



機 長 Ｏ Ｐ 
Ｒ１ Ｒ２ 機内補助者 

ボイス 活動要領（注意事項） 手信号【合図】 ボイス・指示内容 
 

「了解」 
 
 
 

「了解」 
 
 
 
 
 
 

「了解」 
 
 

「了解」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「了解、ホイス
ト電源ＯＦＦ」 

 
「了解」 

 
地上隊員のワイヤーの 
余長に注意（風等の影 
響を受ける場合は、予 
めＯＰに余長を取るよ 
う指示する。） 

 
 

 
 

 
「Ｒまもなくフックキャッ

チ、Ｒフック掴んだ、停止」Ｒ
フックキャッチ後、ホイストワ
イヤーの余長を機内補助に渡
し、地上作業状況をボイス。 

 「Ｒ作業中」 
 

 
「作業完了、ＯＫサイン巻き上
げ 
テンション・・・ＰＵ・・・ 
中間地点・・・スキッド下５・ 
４・３・２・１ｍＲスキッドに
手を着いた。正対スキッドクリ 
アー」 

「ＯＰは機内へ」 
 
  
 
 
 
 
 
 

Ｒの合図により 
 「機内収容」 

 
 
 
Ｒのカラビナ保持確認後、ホイ
ストフックを離脱する。 

 「ホイストフック収納」 
 

 「ドアクローズ」 
 「ホイスト電源ＯＦＦ」 

「ランプ確認」 
 

 「訓練終了、現場離脱」 

 
フックキャッチ
後、Ｒ２に渡す。 
  
  
 
 
フックのロック及
び要救助者の持ち
手確認 
確認後Ｒ２に対し 
【ＯＫサイン】 

 
 
 
 
 
ＰＵ時 
・ヘリを注視する 
・要救助者の状態
を注視する 
 

 
Ｒ１からフックを
受け取った後、 
自己スリングのカ
ラビナとＥＶスリ
ングのカラビナに
フックを掛ける。
（フックのロック
及び要救助者の持
ち手確認） 
確認後Ｒ１に対し 
 【ＯＫサイン】 
Ｒ１の 
【ＯＫサイン】 
確認後、ＯＰに対
し 
【ＯＫサイン】 
ＰＵ時 
・ヘリを注視する 
・要救助者の状態
を注視する 
 
補助者から差し出
された引綱を持
ち、【よし】 
機内 へ引き込ま
れる要救助者を 
介添えして機内に
入る。 
 
 ＯＰの合図によ
りカラビナを保持
し、フックの離脱
準備をする。 

 
 

 
ホイストワイヤーの余長
を調節する。 

 
 
 
 

ホイスト巻き上げ時、ワ
イヤーの 
余長を調節する。 

 
Ｒがステップ上に立て
ば、キャビン中央部の２
ｍスリングにてＲのカラ
ビナとＥＶのカラビナに
対して確保をとる。 
 

 
Ｒに機内進入用引綱を差
し出し、要救助者を確保
し、Ｒの【よし】により
機内収容する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
ＯＰの合図によりドアク
ローズ 

【ロックよし】 



《ＥＶハーネス救助の留意事項》

航空隊員の留意事項

・ＥＶハーネスはダウンウォッシュの影響を受け、装着が困難となるため、ダウンウォッシュの影響の無い位置でヘリは、待機。若しくは、現場離脱。 

・必ず、座った姿勢からＰＵすること。 

・ＰＵ時、特に地を切る瞬間、指を挟む危険性があるので要救助者の持ち手に注意する。 

・ＰＵ時、スキッドをクリアーさせる際は、ＯＰとＲが協力し、要救助者を保護しながら活動する。 

・ホイストフックの取り付け時フックロックを確認する。 

・Ｒは無線を活用し情報を送る。 

・ＰＵ時、気象等により風の影響を受け、回転することが予想される場合は、地上から誘導ロープをとる。

機長の留意事項

・後方待機する場合、目で確認できる位置まで移動する。それができない場合、それにこだわることなく左方向待機又は、トラフィックをとる。 

  （ＥＶハーネスはヘリのダウンウォッシュで装着が困難になるため、Ｒが地上到着後は一旦現場離脱するか、後方待機して風の影響を最小限にする） 

・後方待機する場合、後方の安全を確認してから行う。 

・吊り上げ時、ＥＶハーネスは風の影響を受けやすく回転する可能性がある。 
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